
12 −はびきの　2018.3.1−

講座・受講生等募集

はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）
☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

戦後政治史における現代
1980 年代後半のバブル経済とその崩壊後の長期不況は、ア
メリカを中心とする世界秩序の変容と無関係ではありませ
ん。現代日本をおおっている政治、経済、社会状況を、こ
うした世界秩序の変容の観点からとらえ、私たちが直面し
ている課題を考えます。
[ 日時 ] 3 月 13 日㈫ 13:30 ～ 15:00
　　　　第二次世界大戦後の世界秩序の変容と日本
　　　  3 月 20 日㈫ 13:30 ～ 15:00
　　　　新自由主義時代の日本
[ 場所 ] LIC はびきの内施設　　　[ 定員 ] 30 人 ※先着順
[ 講師 ] 神戸大学大学院人文学研究科文学部 准教授 河島真
[ 申込方法 ] 電話・FAX・来館
　　　　　  ※必要事項：氏名・性別・年齢・住所・電話番号
[ 申込期間 ]【3 月13 日開講分】3 月 11 日㈰まで
　　　　　  【3月20 日開講分】3 月 18 日㈰まで
　　　　　　※定員に達しない場合は延長
[ 受講料 ] 各 500 円（当日支払）

入学から卒業までの義務教育 9 年間、一貫した方針で「生
きる力」を育てる新しい形の学校です。一つの大きな組織
として、小・中学校すべての教員で、「一貫教育」を行います。

埴生小学校・羽曳野中学校が
　　　　　　　　　  新しい学校に変わります
●幼稚園とも連携した一貫教育カリキュラムで、小１プロブ
　レム、中１ギャップを解消
●学年のまとまり（4-3-2）を活用し、各教科の系統立った
　指導で「確かな学力」を育てる
● 5 年生からは、専門教員による教科担当制の授業により、
　学習内容の理解を深める
●専任ALTによる英語学習、図書館司書による読書活動の充実
●全教室にエアコンを導入し、快適な環境での学習
●隣接のスポーツ施設を活用し、５年生からの部活動で健やか
　な身体づくり
●学校生活の段差を乗り越える力を身に着けさせ、豊かな心
　としなやかな感性の育成をめざします

義務教育学校「はびきの埴生学園」誕生平成30年4月

【市立小・中学校】４月から毎週木曜は

  「教職員の定時退勤推進日」
「NO部活DAY」

　羽曳野市教育委員会では、教職員の時間外勤務を縮減す
ることにより、心身の健康を保持し、児童・生徒に余裕を
もって向き合うことができる環境づくりに取り組んでまい
ります。保護者、地域のみなさんのご理解とご協力をいた
だきますようよろしくお願いします。なお、緊急の場合、
学校に連絡がつかなければ学校教育課までご連絡ください。

＜問合せ＞ 学校教育課 ☎ 072-958-1111 内線 4160

地域での
コミュニティ活動に
ご 利 用 く だ さ い

（財）自治総合センターより「平成 29 年度一般コミュニテ
ィ助成事業（宝くじ助成事業）」を受けて、連合区長会や
イベントで使用できる机や椅子、ポータブルマイクなど
を購入しました。町会・自治会をは
じめ地域でのコミュニティ活動の充
実・向上のためにご活用ください。
[問合せ] 市民協働ふれあい課
☎072-958-1111内線1060

＜問合せ＞ 学校教育課 ☎ 072-958-1111 内線 4250

3～5 歳……遊びを通じて学習の基礎を育成
1～4 年生…豊かな感受性と学習の基礎を育む
5～7 年生…基本の反復と活用を図り自己肯定感を高める
8～9 年生…主体的な生き方を身につける

＆

～参加できる時間や曜日はご相談ください～
■■講座グループ
　講座日に、講義の進行補助をしています。具体的には講
義の準備・講義の撮影・資料配布・受講カードの回収等を
しています。
■■記録グループ
　「はびきの市民大学」学生通信を年 2 回発行しています。
講師や受講生へのインタビューも行います。
■■情報グループ
　LIC はびきの 2 階の学習情報室で、来訪者への対応やパ
ンフレットの整理などを担当しています。
■■介助グループ
　身体介助の必要な方や小さなお子さんがいる方のために
安心して市民大学を利用して頂けるよう、介助や託児を担
当しています。

ボランティアさん募集中！
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